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鉄板（ボルト3ヶ所止め）

鉄板（ボルト4ヶ所止め）

A・角ストレート脚・角テーパー脚

B・コーン脚

C・丸テーパー脚

D・2本脚・板脚・V脚

●このたびはキツツキマークの家具をお買い上げいただき、ありがとうございます。
●製品を組み立てる前にこの組立説明書をよくお読みいただき、確実に組み立ててご使用ください。
●製品を長くご愛用いただくために、ときどき組立金具にゆるみ等がないか点検して締めなおしてください。
●この説明書は大切に保存していただき、点検の際にお役立てください。

商品に不足がないか、梱包されているものをご確認ください。
※天板に付いている反り止めはサイズによって本数が異なります。

はじめに

NO.302組立説明書 　（保存版）

反り止め

反り止め

反り止め

天板を傷のつかないように敷物などの上に裏返し
に置き、仮止めしてある鉄板とボルトを六角レンチ
ではずします。

１ではずした鉄板を下図を参照し脚に取り付けます。
脚の外側のハンガーボルトに鉄板の四隅の穴が、
内側のハンガーボルトにその対角線上の穴が入る
ようにセットしてから、スプリングワッシャ、六角ナット
の順にねじ込み、平スパナで締め付けてください。

下図を参照し、接着層が天板の短辺に見えるよう、
４本の脚の取り付け位置を決めてから、脚を取り
付けます。脚部を天板にセットし、1 ではずしたボ
ルトを六角レンチで締め付けてください。

組み立てが終わったら、ボルトが確実に締めら
れていることを確認し、テーブルを起こします。
最後にテーブルにがたつきがないかを確かめ、
脚下のアジャスターで調整してください。

脚が確実に締められていることを確認し、テーブル
を起こします。最後にテーブルにがたつきがないか
を確かめ、脚下のアジャスターで調整してください。

アジャスター

A・角ストレート脚・角テーパー脚 組立て方（※必ず大人2人以上で作業をしてください）

1 2

天板を傷のつかないように敷物などの上に裏返しに
置き、脚を天板の孔にねじ込みながら固定します。

B・コーン脚 組立て方（※必ず大人2人以上で作業をしてください）

1 2

3

4

E・1本脚

スプリング
ワッシャ

六角ナット

ボルト×4

天板×1

脚部（アジャスター付き）×1

六角レンチ×1

反り止め

※図は丸形天板の場合です。

使用する鉄板の穴は、２箇所のみ
です。ピッチが長い方A=44mmの
２つの穴を使用してください。(短い
方B=35.5mmは固定できません。)

鉄板

脚部

脚部

鉄板

ハンガーボルト

脚部

鉄板

鉄板の四隅の穴が内側
のハンガーボルトに付い
ている場合は不可。

鉄板の四隅の穴を使用
していない場合は不可。

ハンガーボルト

穴

ハンガーボルト

アジャスター

接着層

天板長辺 天板短辺

脚部 アジャスター

接着層

※材種や塗色によって、接着層が分かりにくい場合があります。
※テーパー脚の場合、脚下の接着層が２層に見えることがあります。

木目

この間隔が均等
になるように取り
付けてください。

テーパー脚の場合、
内側２面がテーパー
になるように取り付
けてください。天板

脚部

B A

A B

ボルト

ボルト

天板×1

脚部（アジャスター付き）×2

ボルト×8

六角レンチ×1

反り止め

天板×1 脚部（アジャスター付き）×2 ボルト×8 六角レンチ×1

反り止め豆型天板

ボルト×12

2本脚

板脚

V脚

ボルト×8



2 脚部の取り付け位置は内側、外側の2ヶ所から
お選びいただけます。お買い上げの椅子等の寸法
を考慮しながら取り付け位置を決定してください。
※豆型天板W130㎝の場合、取り付け位置は１カ所です。

4 組み立てが終わったら、ボルトが確実に締めら
れていることを確認し、テーブルを起こします。
最後にテーブルにがたつきがないかを確かめ、
脚下のアジャスターで調整してください。

反り止め

内側取り付け

外側取り付け

天板を傷のつかないように敷物などの上に裏返
しに置きます。1

ご使用上の注意

それぞれの脚下が外側に向く様に脚部を天板に
セットし、1ではずしたボルトを六角レンチで締め
付けてください。

組み立てが終わったら、ボルトが確実に締めら
れていることを確認し、テーブルを起こします。
最後にテーブルにがたつきがないかを確かめ、
脚下のアジャスターで調整してください。

アジャスター

3 4

2で決定した位置に脚部を合わせ、ボルトを差し
込み、六角レンチでしっかり締めつけてください。
同様に、もう一方の脚部も組み立てます（V脚、２
本脚、豆型天板は左右で計8ヶ所、板脚は計12ヵ
所あります）。

アジャスター

3

スプリング
ワッシャ

六角ナット

１ではずした鉄板を下図を参照し脚に取りつけ
ます。スプリングワッシャ、六角ナットの順にね
じ込み、平スパナで締め付けてください。

この２ヶ所の孔を使用し
て下さい。（必ず中央の
穴を使用します）

鉄板

脚部

Ｃ・丸テーパー脚 組立て方（※必ず大人2人以上で作業をしてください）

Ｄ・2本脚・板脚・V脚 組立て方（※必ず大人2人以上で作業をしてください）

2天板を傷のつかないように敷物などの上に裏返し
に置き、仮止めしてある鉄板とボルトを六角レンチ
ではずします。

1

1.テーブルは必ず水平に設置してください。

2.移動する際は引きずらないでください。無理な力がかかり破損やケガの原因になります。

3.組立の際は、金具をしっかりと固定してください。また、定期的に金具のゆるみを点検してください。
　金具がゆるんだままのご使用は、思わぬ事故の原因となります。

4.天然木にとって、水分や熱は大敵です。湿気が多くても乾燥しすぎていても、それだけで家具は収縮を
  起こします。日常は水分をしっかり切った布巾で拭いた後、乾拭きをするなど水分が家具に残らないよう
　にしてください。

5.変色や割れの原因となりますので、直射日光やストーブといった発熱体のそばは避けてください。

6.ツヤが上がったり、くもりが出たりしますので、ワックスや化学ぞうきん、また消しゴムなどのご使用も避　
　けてください。

この商品を末永くご愛用頂けますように、以下の注意事項をご確認ください。

E・1本脚 組立て方（※必ず大人2人以上で作業をしてください）

1 2

3

1で裏返した天板に、脚部を逆さにした状態でのせ、4ヵ所の
ボルト穴の位置に合わせます。平ワッシャ、スプリングワッシャ、
ボルトを穴に差し込み、六角レンチでしっかり締め付けて
ください。

ボルトが確実に締まっていることを確かめ、テーブルを起こして完成です。
最後にテーブルにぐらつきがないかを確認し、脚下のアジャスターにて調整してください。

天板を傷のつかないように敷物
などの上に裏返しに置きます。

アジャスター アジャスター

スプリング
ワッシャ

平ワッシャ

ボルト

※図は丸形天板の場合ですが、正方形・
正方形角丸形天板も同様の手順になります。

スプリング
ワッシャ

平ワッシャ

ボルト

豆型天板2本脚

板脚 V脚


